
１．留萌ライオンズクラブより、創立５３周年記
念チャーターナイトの案内状を頂きました。
９月２０日富丸にて開催されます。私が出席し
てきます。
２．国際ソロプチミスト留萌より、創立３０周年
記念誌を頂きました。皆様に回覧いたします。

・・妹背牛ＲＣより８月会報と９月例会案内をい
ただきました。
・・第４９回交通安全スピードダウン旗の波運動の
参加依頼を受領しました。社会奉仕委員会に
お渡しいたします。

ゲスト
留萌地域人材開発センター

所 長 兜 克己様
研修課長 山田 透様

前年度幹事 渡邊会員
前年度の会計報告をいたします。皆様のテー
ブルに会計報告書を配付いたしました。ご審査
よろしくお願いします。
なお、各委員会の委員長さんは早めに活動報
告を私まで提出して下さい。よろしくお願いし
ます。

煙本日

来賓卓話「議会改革への取り組み」

留萌市議会 議長 小野 敏雄様

煙次週予定

来賓卓話「留萌アーカイブズ事業について」／移動例会

Ｎｏ．２５２７

第１１回 ９月１９日

会員総数………………４３名
出免会員………………１０名
出免出席………………８名
基準会員出席…………２０名
出席率……………65．11％

第８回 ８月２９日

欠席会員………………７名
内メイクアップ………３名
修正出席率………81．39％
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カラオケ愛好会 高田会員
今月９月２４日（月）午後６時３０分よりワンポイ
ントにて、今年度第１回目の例会を開催致しま
す。会費は３０００円。多数の会員の参加をお願い
します。後ほどＦＡＸを皆様に送信いたします。

会員研修委員会 高田副委員長
１９６１年第５回例会（３月８日）会報より 出席
者１９名、出席率７３．３％、欠席者９名、報告事項
として例会の運営やスマイルボックスの規定検
討、会員の親睦、チャーターナイトの構成につ
いて報告。テーブルスピーチとして、第１回は
曽根崎ロータリアンより最近の死亡率の上昇に
ついてスピーチがあり有意義であったと書かれ
ておりました。

【ミニ情報】

障害者スポーツの祭典、第１４回夏季パラリン
ピック・ロンドン大会は９日、ロンドン東部に
ある五輪スタジアムで閉会式が行われ、１２日間
の日程を終え幕を閉じた。参加国、地域、選手
数ともに史上最多となった大会。閉会式では初
の金メダルに輝いたゴールボール（視覚障害）女
子の小宮正江主将が日本の旗手を務めた。日本
が獲得したメダルは金５、銀５、銅６の計１６個。
前回の北京大会から金メダル数は変わらな
かったが、総数が２７個から大幅に減った。陸上、
自転車の不振が目立った一方で、団体競技種目
の健闘が光った。次回大会は２０１６年ブラジルの
リオディジャネイロで開催される。

・・もうすぐ誕生日、また一つ歳をとる 前年度
決算が出来ました 鈴木直前会長

前 回 ２３５，０００円
今 回 ３，０００円
累 計 ２３８，０００円

「留萌人材開発センターの役割」

留萌人材開発センター
所長 兜 克己様

留萌人材開発
センター、通称
パワスポ留萌の
所長を務めます
兜でございます。
本日は当セン
ターの事業概要
につきましてご説明する機会をいただき、誠に
ありがとうございました。
実は私は、平成１１年に丁度介護保険制度がス
タートする段階で、制度の概要につきましてこ
の場でお話をした記憶がございます。当時は市
の介護保険課長という立場でございましたが、
今回で２回目になります。
私は平成２０年から当センターの所長を仰せつ
かっておりますが、当時の会長さんが沖田周一
さんでございました。現在はここにおられます
対馬健一さんでございます。ちなみに初代の会
長さんは対馬さんのお父様の対馬良行さんでご
ざいます。当センターは、元々は道立の高等技
術専門学校で、職業訓練校として運営されてお
りました。年々生徒の数が減少し、やむなく閉
校せざるを得なくなったという事で、平成６年
に有志の方々が集まりまして、この地域の中に
職業訓練校を無くしてはいけないという事で、
「地域づくりは人づくり」のキャッチフレーズ
の元、今の人材開発センターが設立された訳で
ございます。
開設当初は企業の在職者、働いている方々の
職業訓練が中心でございました。どちらかと言
うと、建設土木関係の方が多かったと思います。
最近では企業の方も景気が悪かったりして減少
傾向にありますが、それにかわりまして失業者
の再就職に向けた職業訓練が多くなってきてお
ります。これは主にパソコンでありますとか、
あるいは医療事務・介護等の資格取得などの訓
練でございます。当センターは平成６年からス
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タートをしておりますが、今年で１８年目になり
ます。これまでの利用人数を言いますと、４８万
人になります。年平均でいきますと２万６千人
の方々に利用されております。これは勿論職業
訓練ばかりでなく、施設の貸館であるとか、あ
るいは趣味の講座とか、全てを含めた数値に
なっておりますが、多くの方々に利用していた
だいております。これからも地域のニーズに
あった、要望に沿った形で当施設を運営して参
りたいと思っておりますので、今後とも皆様の
ご支援ご協力の程、よろしくお願い致します。
この後、当センターの具体的な事業、あるい
は設立に至る経過等につきまして、開設当時か
らおります、研修課長の山田の方から説明をし
たいと思います。私の方からはこれで終わらせ
ていただきます。ありがとうございました。

留萌人材開発センター
研修課長 山田 透 様

私は主に事業
の計画・実施、
それと職業訓練
指導員として実
際の指導、最近
は求職者の方々
の就職指導など
をさせていただいております。
私がこれからご説明させていただくのは、当
センターの設立経緯と事業内容等につきまして
ご説明させていただきます。パワーポイントに
て作製しました資料を皆様のテーブルに配布し
てありますので、それを見ていただければと思
います。
資料の表紙に「地域づくりは人づくり」と書
かれておりますが、これは私事ですが平成５年
当時、札幌にて勤めておりましたが体調を崩し
一時留萌に帰ってきておりました。その時、た
またま地域人材開発センターのお話をいただき
まして、当時は平成５年の１２月ですから、ちょ
うど技術専門学院が建て替えの時期でございま
して、プレハブ建ての校舎で当時の前田所長さ
んと市から派遣されていた麻林さんが熱く語っ

てくれた言葉が「地域づくりは人づくり」でご
ざいます。これを聞いてぜひとも私も奉職させ
ていただきたいと思い、平成６年２月に採用し
ていただきました。すでに１８年が経っておりま
す。
初めに概略についてお話をさせていただきま
す。平成６年に、北海道立留萌高等技術専門学
院（旧名：道立留萌職業訓練校）が廃校になりま
した。その施設を受け継いで、人材育成型の施
設として事業展開と施設管理を行うという事で、
社団法人留萌人材開発センター運営協会が、平
成５年に設立されました。現在の会長さんはこ
こにいる対馬健一さんです。設立経緯をもう少
し詳しくお話いたしますと、平成２年に北海道
が産業構造の変化と少子化傾向のため、道立技
術専門学院再編整備計画を発表しました。道内
２０校ある学院を札幌、旭川等を拠点とする拠点
校１２（最終は８）校のみを存続させ、その他は
廃校とする計画を立てました。その廃校案が地
元に提示されました。当時廃校が提示されたの
は留萌のほかに、遠軽、富良野、名寄、美唄、
浦河、江差、岩内の８校で、これが道の方から
廃校の提示を受けました。
そして、道が道立技術専門学院廃校後の施設
について地域で人材育成のための施設として事
業を実施し、活用するのであれば施設整備等を
施して譲渡する。そして、事業実施・運営に当
たっては道の職員（所長クラス）を派遣し、運
営費補助金の交付（設立後５年間）そして道と
しての事業実施の支援、道の事業などの委託を
実施するという案を出してきました。これのモ
デルになるのが地域職業訓練センターで、北見、
滝川、苫小牧、釧路に設置されておりました。
留萌の人材開発センターはこれらの４つのセン
ターのまねをして事業を進めました。
当時の滝川の訓練センターの所長さんは本間
さんという方で、留萌にも勤務なされた方でし
たので、当時五十嵐市長が相談に行った時に、
受けた方が良いと言われて帰ってきたそうです。
その後、これらを受け入れる為に、留萌地方職
業能力開発推進協議会を立ち上げ、北海道に対
して人材育成型施設として活用する旨の意思表

ＷＥＥＫＬＹＲＥＰＯＲＴ
鞄 鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄



鞄 鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄

示を表明しました。その後、留萌市人材開発セ
ンターの開設が決定し、社団法人留萌人材開発
センター運営協議会の設立が決定いたしました。
運営費補助金は設立後５年間（その後１年ずつ
延長（最大１０年）。施設の愛称についてはセン
ター開設にあたり、平成５年一般より公募し、
パワースポット（力が集まる場所）からパワスポ
留萌となりました。今は、マンパワー・スポッ
ト（人の力が集まる場所）という意味からの愛称
となっております。
先ほどお話したセンターの補助金についてで
すが、現在道からの補助金が２０００万円くらい頂
いておりますが、当初設立後５年経ったら打ち
切ると言われておりました。私も道の職員の方
から次の職を探した方が良いとまで言われまし
た。しかし、当時道議会議員でありました現在
の高橋市長が道議会において「こんなに活用さ
れている所の補助金を切るのか。今センターの
補助金を切ったらこのセンターは終わりだ。」と
言っていただきました。それで平成１３年「北海
道の職業能力開発計画」において「地域の人材
育成の拠点」として認めていただき、実施する
人材育成事業について道が事業補助を行うとし、
地域人材開発センター事業補助金が確定し現在
に至っています。
主な事業としましては、
１．職業訓練の実施（認定職業訓練とするもの）
２．職業訓練の実施（労働安全衛生法に基づく
もの・その他認定職業訓練としないもの）

３．一般住民講座
４．道・市町村・団体からの受託事業
５．施設貸出し
６．その他の付随事業 の６つがあります。
１番目の職業訓練の実施ですが、これは認定
職業訓練でございまして、従業員を訓練に派遣
した企業に対して、補助金が交付される（認定
職業訓練）。主に建設業が多く、施工管理技士
受験対策等、継続学習制度（ＣＰＤＳ）での活用、
建設関係のパソコンソフト（ＣＡＤ等）の操作訓
練。その他、施工技術関係の訓練があります。
これにつきましては、留萌建設協会さんに大変
お世話になりまして、特に留萌ＲＣにいました

井内さんには大変お世話になりました。井内さ
んの方に今も足を向けて寝れないと思っており
ます。
次に、２番目の同じ職業訓練の実施でも労働
安全衛生法や、その他認定職業訓練としないも
のですが、建設業の重機操作・フォークリフト
運転、溶接・その他の危険が伴う作業関係資格。
ほかには介護員養成研修、医療事務資格取得、
自動車整備士養成事業、一般事務等で使用する
パソコン操作技術などの事業があります。会員
事業所、地元高校生、自衛隊員に対しては受講
料を一部軽減もいたしております。
その他の事業としては、地元企業からのニー
ズに沿ったものをセンター事業として計画し、
講師、教材、資料等の手配準備、補助金を使い
受講料の軽減をはかっております。
３番目の住民講座の実施ですが、物作り、Ｉ
Ｔ化促進（デジタルデバイト解消）となるものに
ついて講座を実施しております。また、洋裁講
座、園芸講座、お土産物作製講座、住民パソコ
ン講座も行っております。
そして４番目の受託事業ですが、これは最近
大変多くなってきまして、公共職業訓練の受託
でございます。求職者のための公共職業訓練で
すが、求職者に対し、事務等で使用するパソコ
ン操作に関する知識と技能を取得させる訓練で、
３ヶ月間行い、定員が２０名で年間６本実施して
おります。ほとんどがパソコンの訓練ですが、
中には介護の養成研修とか、その様なものも
行っております。受講料は無料（テキスト代、
検定料等は受講生負担）で雇用保険受講中の者
は、訓練期間中に需給期間が終了しても、訓練
が終わるまで延長されます。受講手当、通所手
当等が支給されます。今年度のパワスポ留萌の
事業に付きましては、皆様に配布したセンター
機関紙パワスポ留萌に掲載されております。
お時間となりましたので、この辺で終わりま
す。本日はありがとうございました。
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